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うといった課題が確認された場合、「就労セミナー」の問題解決技能トレーニングにてグル

ープ・ディスカッションを行い、手順を間違わないための対処方法を検討します。また、

「個別相談」では、検討した対処方法をどのように実行するかを話し合ったり、実行した

結果の振返りなどを行っています。 

 

 

図１ WSSP の構造（「就労セミナー」「作業」「個別相談」の関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※ ワークサンプル幕張版とは、職業リハビリテーションの中でさまざまに現れる対象者の課題

について、作業を通じてその状況を把握したり訓練できるツールのことです。現在、16 種類の

ワークサンプルが開発されており、主に作業体験や作業能力の初期評価に用いられる「簡易

版」と、作業能力の向上や補完方法の活用、作業やストレス・疲労への対処行動などのセルフ

マネジメントスキルの確立に向けた支援に用いられる「訓練版」が用意されています。 

また、訓練版には各ワークサンプル内に難易度が設定されています。難易度は、処理すべき

情報量、情報処理の複雑さや認知的負荷（一時的に記憶しなければならない情報量、注意配分

数、確認箇所数など）の増加などによって高くなります。 

 

 

序序章章  ワワーーククシシスステテムム・・ササポポーートトププロロググララムムのの概概要要  

  

１１  障障害害者者職職業業総総合合セセンンタターー職職業業セセンンタターーににおおけけるる発発達達障障害害者者にに対対すするる支支援援ププ

ロロググララムムのの取取組組  

 障害者職業総合センター職業センター（以下「職業センター」という。）では、知的障害

を伴わない発達障害者（以下「発達障害者」という。）を対象とした「ワークシステム・サ

ポートプログラム」（以下「WSSP」という。）を実施しています。職業センターは、WSSP
の実施をとおして、発達障害者の職業リハビリテーションにおける支援技法の開発・改良

と、その成果の伝達・普及を行っています。 

 

２２  WWSSSSPP のの構構成成  

WSSP は、13 週間のプログラムを通じて①障害特性と職業的課題、就労上のセールスポ

イントなどについて把握すること、②個々の課題への対処方法、周囲に求める配慮などに

ついて整理すること、③職業生活を維持するために必要なストレス・疲労への対処行動な

どの習得を図ることを目的としています。 

((11))  WWSSSSPP のの要要素素  

 WSSP の構成要素は、大きく「就労セミナー」「作業」「個別相談」の３つに分けられ

ます。 

【就労セミナー】 

問題解決技能トレーニング、職場対人技能トレーニング、リラクゼーション技能トレ

ーニングおよび手順書作成技能トレーニングの４種類の技能トレーニングを通じて、職

業生活を維持するために必要な技能の習得を図ります。 

【作業】 

ウォーミングアップ・アセスメント期と職務適応実践支援期の２期に分かれます。 

ウォーミングアップ・アセスメント期では、シンプルに構造化した作業環境のもと、

ワークサンプル幕張版※などの実施を通じて、作業遂行上の障害特性の現れ方を確認し

ます。並行して、作業の進め方の工夫や環境調整などを行いながら、各受講者の障害特

性に応じた対処方法を検討するための情報を収集します。 

職務適応実践支援期では、より就労場面に近い作業環境を設定し、検討した対処方法

や受講者に応じた周囲のかかわり方（指示の出し方など）を試し、その効果を検証しま

す。 

【個別相談】 

支援者は受講者と毎週１回、相談を実施し、プログラム内での受講者の言動や就労セ

ミナーで得られた知識・スキルについて受講者自身がどのようにとらえたかを確認し、

自身の特性、困っていることや苦手なことへの対処方法、周囲から配慮を得たい事項な

どについて整理します。 

((22))  WWSSSSPP のの構構造造  

WSSP では、支援を効果的に進めるために「就労セミナー」「作業」「個別相談」の各場

面を関連づけながら支援を行います（図１）。例えば、「作業」において手順を何度も間違
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